
   

●日 時：2026 年 2 月 1 日（日）13：00 〜 16：30 
12：30 13：00 14：20 14：30 16：30 17：00 19：00 

受 付 全 体 会 休 憩 分 科 会 移動 情報交換会 
   

●集会テーマ ☆集会規模 300 人程度、参加資料代 1,000 円、事前申込は不要です。 
  

民族名（本名）で学べ、共生できる学校・地域をつくろう！ 
  

◇前半／全体会（開会行事、記念講演） 
   

記念講演 ありのままの自分でいられる教育環境を考える 

― 継承語教育の現場から ― 
   

落合 知子さん（摂南大学現代社会学部准教授・神戸コリア教育文化センター理事）      
学校教育現場において、小学校高学年から中学校にかけて外国につながる子どもたちは自らの「外

国人性」をできるだけ目立たなくさせて「みんなと一緒」にふるまおうとする傾向がみられます。い

かに「他との異なり」を当事者へのプレッシャーなくクラス全体の学習資源とすることができるので

しょうか、言語意識教育、言語への目覚め活動等の実践をヒントにすべての子どもに学びをもたらし

つつ、外国につながる子どもをエンパワーする学習環境デザインを考えます。 
    

◇後半／分科会 

第１分科会 外国につながる子どもたちとともに 
 

 
芦屋国際中等教育学校における日本語支援の特徴とその課題 
 

報告者：丸山多賀子さん（兵庫県立芦屋国際中等教育学校） 
 

23 年目を迎えた本校だが、今回は、中１と中２で展開している日本語支援（入学時のクラス

編成から授業内容）について紹介する。授業をデザインする時には、国語と日本語教育をどのよ

うに結びつけていくのかということだけでなく、生徒の思考力（発達をささえる包括的なこと

ばの力）をどのような活動を通して伸ばしていくのかが重要な観点なので、日本語教員だけで

なく、他教科との連携、後期課程（高校）との連携なども必要である。 
   
川西市における外国ルーツの子どもの日本語学習支援 
 

報告者：田中一郎さん（地域と日本語教師の会＠川西 共同代表） 
 
私たちは、日本語教師を中心とする仲間とともに会を作り、子どもを中心に外国ルーツの住民のサ

ポートをしています。地域日本語教室や、市教委から派遣されての小中学校での日本語学習や、教科

学習のサポートです。 

川西の統計的な資料と、私たちの活動で得られた経験値から、地域と学校、関係者が連携したサポ

ートの状況を報告し、外国ルーツの子どもの支援における課題を、皆さまと一緒に考えたいと思いま

す。 
 

第 31 回兵庫県在日外国人教育研究集会 
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第２分科会 国際化の意味 
 

 
多文化共生と国際理解を目的とした三部作の校外学習 
 

報告者：泉谷啓登さん・岡田和子さん・真鍋礼さん（加古川市立氷丘中学校） 
  
本校２年生は、多文化共生と国際理解教育として校内体験学習や校外学習を実践した。学校に講師

を招き、９つの韓国文化を体験する“コリアマダン”を実施し、「在日コリアン三世として生きてきて。」

なども講演していただいた。その他校外学習として、大阪コリアタウンや大阪関西万博にも出向き、

様々な国際的な文化に触れた。本校の国際交流部も継続的に韓国民族楽器の演奏などを行っている。

これらの活動成果と今後の教育活動の展望について報告する。 
 

 

第３分科会 歴史に学ぶ 
 

 
知られていない話題中心に 
 

報告者：高木賢一さん（元神戸市立小学校教員） 
  
通信使についての発表を次の要旨で行います。 

・通信使３つのはじめ：高麗・朝鮮（前期と後期） 

・知られていない話（小通事。俳句献上・芸能鑑賞・兵庫県内・小話） 

質問もあるかと思いますので、話の区切りごとに受けたいと思います。 

パワーポイントで資料の紹介も入れます。 

皆さんの意見を伺うことも考えています。 
   
日本と中国 ダブルのルーツをもつ一人の教員として 
 

報告者：中村慶子さん（兵庫県立いなみ野特別支援学校） 
  
私は中国残留婦人 3 世である。1985 年に来日し、明石の小学校５年生に編入した。その当時は、

学習面でも生活面でも日本語のサポートがなく、様々な壁にぶつかり、学校に自分の居場所がなかっ

た。高校時代の恩師との出会いが人生の転機となり、大学へ進学し、教師になる夢を叶うことができ

た。 

現在、私は一人の教員として、個別な支援が必要な生徒たちと日々を過ごし、ダブルのルーツをも

つ自分にできることを日々考えている。また、帰国４世にあたる二人の娘を育てる母親として感じた

こともお伝えしたいと思っている。 
 

 

●会 場：園田学園中学校・高等学校 

尼崎市南塚口町 1-24-16 

阪急塚口駅より南へ 600m 

JR 塚口駅より西へ１km 
      

☆公共交通機関をご利用ください。 

☆上ばきをご持参ください。 
     

 

●後 援：兵庫県 兵庫県教育委員会 （公財）兵庫県国際交流協会 

尼崎市 尼崎市教育委員会 NPO 法人尼崎市国際交流協会 
  

●主催・お問い合わせ：兵庫県在日外国人教育研究協議会（県外教） 

〒650-0003 神戸市中央区山本通 4-22-15 県立のじぎく会館内 

TEL＆FAX：079-425-1245  Mail：kengaikyo@jeans.ocn.ne.jp  URL：http://kengaikyo.sakura.ne.jp/ 


